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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】高速ワイヤレス通信ネットワークにおけるリバ
ースリンクの伝送データレートを効果的に割当てる。
【解決手段】加入者局は、伝送するために待ち行列へ入
れられたデータ量に基いてレートを選択し(100)、加入
者局の使用可能な電力の空き高に基いてこのレートを調
整する(102)。この調整された伝送レートは加入者局の
候補の組内の基地局の保護のために再び調整され(104)
、次に加入者局についての活動状態にある組の基地局の
ローディング条件を示すビジートーン信号にしたがって
調整される(108)。基地局は、瞬間的なトラヒックロー
ドの測定値をリフレッシュし、ソフトなビジートーンの
形態でフィードバックを供給することによって、閉ルー
プ資源割当てを行う。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　加入者局においてリバースリンクの伝送レートを判断するための方法であって：
　　活動状態の組の前記加入者局の中の各基地局から、リバースリンクのローディングを
示すビジートーン信号を受信する段階と；
　　前記ビジートーン信号の１つを選択する段階と；
　　前記ビジートーン信号の前記選択した１つにしたがって前記リバースリンク伝送レー
トを判断する段階とを含む方法。
【請求項２】
　前記ビジートーン信号が整数値によって示され、示されたローディングが前記整数値の
値と共に増加するものであり、前記ビジートーン信号の1つを選択する前記段階が最大値
をもつビジートーン信号を選択することを含む請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記ビジートーンが２ビットの数字として送られ、
　　（０，０）がほとんどロードされていない基地局を示し；
　　（０，１）が安定した基地局を示し；
　　（１，０）が重くロードされた基地局を示し；
　　（１，１）が基地局のオーバーロード状態を示している請求項２記載の方法。
【請求項４】
　加入者局においてリバースリンクの伝送レートを判断する方法であって：
　　前記加入者局によって送られることになる待ち行列に入れられたデータ量にしたがっ
て初期レートを選択する段階と；
　　少なくとも１つの受信したビジートーンの値にしたがって前記初期レートを調整する
段階とを含む方法。
【請求項５】
　加入者局において電力の空き高量を判断する段階と；
　　前記電力の空き高にしたがって前記初期レートを調整して、第２の調整されたレート
を供給する段階とをさらに含み；
　　前記初期レートを調整する前記段階が前記第２の調整されたレートで実行される請求
項４記載の方法。
【請求項６】
　候補の基地局と活動状態の組の基地局とからの信号強度にしたがうエネルギ差の計量を
判断する段階と；
　　前記エネルギ差の計量にしたがって前記初期レートを調整して、第２の調整されたレ
ートを供給する段階とをさらに含み；
　　前記初期レートを調整する前記段階が前記第２の調整されたレートで実行される請求
項４記載の方法。
【請求項７】
　候補の基地局と活動状態の組の基地局とからの信号強度にしたがうエネルギ差の計量を
判断する段階と；
　　エネルギ差の計量にしたがって前記第２の調整されたレートを調整して、第３の調整
されたレートを供給する段階とをさらに含み；
　　前記初期レートを調整する前記段階が、前記第３の調整されたレートにしたがって実
行される請求項５記載の方法。
【請求項８】
　前記加入者局によって送られることになる待ち行列へ入れられたデータ量にしたがって
初期レートを選択する前記段階が：
　　送られることになる待ち行列へ入れられたデータ量を、所定の最大データレートで送
られるパケット内に保持することができるか否かを判断する段階と；　　送られることに
なる待ち行列へ入れられたデータ量が、所定の最大データレートで送られるパケット内に
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保持することができる情報量を越えたときに、前記初期レートを所定の最大レートに設定
する段階と；
　　送られることになる待ち行列へ入れられたデータ量が、所定の最大データレートで送
られるパケット内に保持することができる情報量よりも少ないときに、前記初期レートを
前記所定の最大レートよりも低い第２のレートに設定する段階と；
　　前記初期レートを、初期レートの現在の値よりも低いレートか、または先のフレーム
が送られたレートの２倍のレートに設定する段階とを含む請求項４記載の方法。
【請求項９】
　前記電力の空き高にしたがって前記初期レートを調整して、第２の調整されたレートを
供給する前記段階が：
　　前記電力の空き高にしたがって前記加入者局によって確実な伝送ができる最大レート
を選択する段階と；
　　前記初期レートよりも低いレートと、前記加入者局による確実な伝送ができる前記最
大レートとを、前記第２の調整されたレートとして選択する段階とを含む請求項５記載の
方法。
【請求項１０】
　リバースリンク伝送のデータレートを選択する方法であって：
　　伝送バッファ内のデータ量にしたがって初期レートを選択する段階と；
　　電力の空き高値にしたがって前記初期レートを変更して、第１の調整されたレートを
供給する段階と；
　　候補の組の保護値にしたがって前記第１の調整されたレートを変更して、第２の調整
されたレートを供給する段階と；
　　受信したビジートーン値にしたがって前記第２の調整されたレートを変更して、前記
選択されたリバースリンクの伝送レートを供給する段階とを含む方法。
【請求項１１】
　初期レートを選択する前記段階が：
　　送られることになる待ち行列へ入れられたデータ量を、所定の最大データレートで送
られるパケット内に保持することができるか否かを判断する段階と；　　送られることに
なる待ち行列へ入れられたデータ量が、所定の最大データレートで送られるパケット内に
保持することができる情報量を越えたときに、前記初期レートを所定の最大レートに設定
する段階と；
　　送られることになる待ち行列へ入れられたデータ量が、所定の最大データレートで送
られるパケット内に保持することができる情報量よりも少ないときに、前記初期レートを
前記所定の最大レートよりも低い第２のレートに設定する段階と；
　　前記初期レートを、初期レートの現在の値よりも低いレートか、または先のフレーム
が送られたレートの２倍のレートに設定する段階とを含む請求項１０記載の方法。
【請求項１２】
　初期レートを選択する前記段階が：
　　前記バッファ内の前記データ量が所定の量を超えたか否かを判断する段階と；
　　前記バッファ内の前記データ量が所定の量を超えたときにフラグを設定する段階とを
含む請求項１０記載の方法。
【請求項１３】
　初期レートを選択する前記段階が：
　　前記バッファ内の前記データ量が所定の量を超えたか否かを判断する段階と；
　　前記バッファ内の前記データ量が所定の量を超えたときにフラグを設定する段階とを
含む請求項１０記載の方法。
【請求項１４】
　電力の空き高値にしたがって前記初期レートを変更して、第１の調整されたレートを供
給する前記段階が：
　　前記加入者局によって送ることができる最大電力を判断することと；
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　　前記加入者局によって送ることができる前記最大電力以下で送ることができる最大レ
ートを選択することとを含む請求項１０記載の方法。
【請求項１５】
　最大レートを選択する前記段階が：
　　前記加入者局がソフトなハンドオフ中であるか否かを判断する段階と；
　　最大レートを選択する前記段階が、前記加入者局がソフトなハンドオフ中であるか否
かを判断することについての前記判断にしたがって実行される請求項１４記載の方法。
【請求項１６】
　最大レートを選択する前記段階が：
　　前記加入者局と活動状態の組の基地局との間の距離を判断する段階を含んでおり；
　　最大レートを選択する前記段階が、前記加入者局と活動状態の組の基地局との間の距
離を判断することにしたがって実行される請求項１４記載の方法。
【請求項１７】
　最大レートを選択する前記段階が：
　　前記加入者局の速度を判断する段階を含み；
　　最大レートを選択する前記段階が、前記加入者局の速度にしたがって実行される請求
項１４記載の方法。
【請求項１８】
　前記候補の組の保護値にしたがって前記第１の調整されたレートを変更して、第２の調
整されたレートを供給する前記段階が：
　　少なくとも１つの候補の組の基地局の信号エネルギを測定する段階と；
　　少なくとも１つの活動状態の組の基地局の信号エネルギーを測定する段階と；
　　少なくとも１つの活動状態の組の基地局の前記信号エネルギと少なくとも１つの候補
の組の基地局の前記信号エネルギとにしたがって、前記候補の組の保護値を計算する段階
とを含む請求項１４記載の方法。
【請求項１９】
　少なくとも１つの活動状態の組の基地局の前記信号エネルギと少なくとも１つの候補の
組の基地局の前記信号エネルギとにしたがって、前記候補の組の保護値を計算する前記段
階が：
　　少なくとも１つの活動状態の組の基地局の前記信号エネルギのエネルギを加算して、
加算された活動状態の組のエネルギを供給する段階と；
　　少なくとも１つの候補の組の基地局の前記信号エネルギのエネルギを加算して、加算
された候補の組のエネルギを供給する段階とを含み；
　　前記候補の組の保護値を計算する前記段階が、前記加算された活動状態の組のエネル
ギと前記加算された活動状態の組のエネルギとの間の差にしたがって実行される請求項１
８記載の方法。
【請求項２０】
　少なくとも１つの活動状態の組の基地局の前記信号エネルギと少なくとも１つの候補の
組の基地局の前記信号エネルギとにしたがって、前記候補の組の保護値を計算する前記段
階が：
　　少なくとも１つの活動状態の組の基地局の前記信号エネルギの最低エネルギの活動状
態の組の基地局を選択する段階と；
　　少なくとも１つの候補の組の基地局の前記信号エネルギの最大エネルギの候補の組の
基地局を選択する段階とを含み；
　　前記候補の組の保護値を計算する前記段階が、前記最低エネルギの活動状態の組の基
地局の信号エネルギと前記最大エネルギの候補の組の基地局の信号エネルギとの間の差に
したがって実行される請求項１８記載の方法。
【請求項２１】
　少なくとも１つの活動状態の組の基地局の前記信号エネルギと少なくとも１つの候補の
組の基地局の前記信号エネルギとにしたがって、前記候補の組の保護値を計算する前記段
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階が：
　　少なくとも１つの活動状態の組の基地局の前記信号エネルギの最低エネルギの活動状
態の組の基地局を選択する段階と；
　　少なくとも１つの候補の組の基地局の前記信号エネルギのエネルギを加算して、加算
された候補の組のエネルギを供給する段階とを含み；
　　前記候補の組の保護値を計算する前記段階が、前記最低エネルギの活動状態の組の基
地局の信号エネルギと前記加算された活動状態の組のエネルギとの間の差にしたがって実
行される請求項１８記載の方法。
【請求項２２】
　少なくとも１つの活動状態の組の基地局の前記信号エネルギと少なくとも１つの候補の
組の基地局の前記信号エネルギとにしたがって、前記候補の組の保護値を計算する前記段
階が：
　　少なくとも１つの活動状態の組の基地局の前記信号エネルギの最大エネルギの活動状
態の組の基地局を選択する段階と；
　　少なくとも１つの候補の組の基地局の前記信号エネルギの最大エネルギの候補の組の
基地局を選択する段階とを含み；
　　前記候補の組の保護値を計算する前記段階が、前記最大エネルギの活動状態の組の基
地局の信号エネルギと最大エネルギの候補の組の基地局の信号エネルギとの間の差にした
がって実行される請求項１８記載の方法。
【請求項２３】
　受信したビジートーン値にしたがって前記第２の調整されたレートを変更して、前記選
択されたリバースリンクの伝送レートを供給する前記段階が、確率論的プロセスにしたが
って実行される請求項１０記載の方法。
【請求項２４】
　確率論的プロセスが、所定の先行する間隔における平均伝送レート数にしたがって判断
される請求項２３記載の方法。
【請求項２５】
　確率論的プロセスが、バッファ容量のフラグにしたがって判断される請求項２３記載の
方法。
【請求項２６】
　確率論的プロセスが、バッファ容量のフラグにしたがって判断される請求項２５記載の
方法。
【請求項２７】
　伝送レート（ｐ）を増加する確率が次の式：
ｐ＝ｍｉｎ{１，〈［１＋（ＦＢｕｆｆｅｒ／２）］／Ｎｒａｔｅｓ〉ｌｏｇ２〈Ｒｍａ

ｘ／Ｒａｖｅｒａｇｅ〉}、
によって与えられ、なおＲ ａｖｅｒａｇｅが所定数の先行する伝送における平均データ
レートであり、ＦＢｕｆｆｅｒはバッファが一杯のフラグであり、ここで例示的な実施形
態では０か、またはバッファが一杯の状態を示す１の値を仮定し、Ｒｍａｘは既に記載し
たように、加入者局の最大伝送レートであり、ＮＲａｔｅｓは加入者局に有効なレート数
である請求項２６記載の方法。
【請求項２８】
　高いレートのディジタルデータを伝送するための加入者局であって：
　　活動状態の組の前記加入者局において、各基地局からのリバースリンクのローディン
グを示すビジートーンの信号を受信するための受信機と；
　　前記ビジートーン信号の１つを選択し、前記ビジートーンの信号の前記選択された１
つにしたがって前記リバースリンクの伝送レートを判断するための制御プロセッサとを含
む加入者局。
【請求項２９】
　前記ビジートーン信号が整数値によって示され、ローディングが前記整数値の値で増加
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を示されていて、前記ビジートーン信号の1つを選択する前記段階が最大値をもつビジー
トーン信号を選択することを含む請求項２８記載の方法。
【請求項３０】
　前記ビジートーンが２ビットの数字として送られ、
　　（０，０）がほとんどロードされていない基地局を示し；
　　（０，１）が安定した基地局を示し；
　　（１，０）が重くロードされた基地局を示し；
　　（１，１）が基地局のオーバーロード状態を示している請求項２９記載の方法。
【請求項３１】
　高速でディジタルデータを伝送するための加入者局であって：
　　前記加入者局によって伝送するためのデータを記憶するバッファと；
　　活動状態の組の前記加入者局において、各基地局からのリバースリンクのローディン
グを示すビジートーン信号を受信する受信機と；
　　前記ビジートーン信号の１つを選択し、前記ビジートーン信号の中の前記選択した１
つと前記バッファ内のデータ量とにしたがって前記リバースリンクの伝送レートを判断す
るための制御プロセッサとを含む加入者局。
【請求項３２】
　前記制御プロセッサがさらに、加入者局内の電力の空き高量と、前記電力にしたがう前
記伝送レートとを判断することをさらに含む請求項３１記載の加入者局。
【請求項３３】
　前記制御プロセッサがさらに、候補の基地局および活動状態の組の基地局からの信号強
度にしたがってエネルギ差の計量を判断し、前記エネルギ差の計量にしたがって前記伝送
レートを判断して、第２の調整されたレートを供給する請求項３１記載の加入者局。
【請求項３４】
　前記制御プロセッサがさらに、候補の基地局および活動状態の組の基地局からの信号強
度にしたがってエネルギ差の計量を判断し、前記エネルギ差の計量にしたがって前記伝送
レートを判断して、第２の調整されたレートを供給する請求項３２記載の加入者局。
【請求項３５】
　前記制御プロセッサが、送られることになる待ち行列に入れられたデータ量を所定の最
大データレートで送られるパケット内に保持できるか否かを判断し、送られることになる
待ち行列に入れられたデータ量が、所定の最大データレートで送られるパケット内に保持
できる情報量を越えたときは、所定の最大レートに対して前記伝送レートを選択し、送ら
れることになる待ち行列に入れられたデータ量が、所定の最大データレートで送られるパ
ケット内に保持できる情報量よりも少ないときは、前記所定の最大レートよりも少ない第
２のレートに前記初期レートを設定する請求項３１記載の加入者局。
【請求項３６】
　前記制御プロセッサが、前記電力の空き高にしたがって前記加入者局による確実な伝送
を可能にする最大レートを選択し、初期レートよりも低いレートと前記加入者局による確
実な伝送を可能にする前記最大レートとを前記第２の調整されたレートとして選択する請
求項３２記載の加入者局。
【請求項３７】
　１組の可能なレートの中の選択されたレートでデータを送る加入者局であって：
　　前記加入者局によって送られるデータ量を記憶するバッファと；
　　ビジートーン値を示すビジートーン信号を受信する受信機のサブシステムと；
　　伝送バッファ内のデータ量にしたがって初期レートを選択し、電力の空き高値にした
がって前記初期レートを変更して第１の調整されたレートを供給し、候補の組の保護値に
したがって前記第１の調整されたレートを変更して第２の調整されたレートを供給し、受
信したビジートーン値にしたがって前記第２の調整されたレートを変更して前記選択され
たリバースリンクの伝送レートを供給するための制御プロセッサと；
　　前記選択されたデータレートでデータを送る送信機とを含む加入者局。
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【請求項３８】
　前記制御プロセッサが、送られることになる待ち行列に入れられたデータ量を所定の最
大データレートで送られるパケット内に保持できるか否かを判断し、送られることになる
待ち行列に入れられたデータ量が、所定の最大データレートで送られるパケット内に保持
できる情報量を越えたときは、所定の最大レートに前記初期レートを設定し、送られるこ
とになる待ち行列に入れられたデータ量が、所定の最大データレートで送られるパケット
内に保持できる情報量よりも少ないときは、前記所定の最大レートよりも少ない第２のレ
ートに前記初期レートを設定し、初期レートの現在の値よりも少ないレートおよび先行す
るフレームが送られたレートの２倍のレートに前記初期レートを設定する請求項３７記載
の加入者局。
【請求項３９】
　前記制御プロセッサが、前記バッファ内の前記データ量が所定の量を超えるか否かを判
断し、前記バッファ内の前記データ量が所定の量を超えたときにフラグを設定する請求項
３７記載の方法。
【請求項４０】
　前記制御プロセッサが、前記バッファ内の前記データ量が所定の量を超えたか否かを判
断し、前記バッファ内の前記データ量が所定の量を超えたときにフラグを設定する請求項
３８記載の方法。
【請求項４１】
　前記制御プロセッサが、前記加入者局によって送ることができる最大電力を判断し、前
記加入者局によって送ることができる前記最大電力以下で送ることができる最大レートを
選択する請求項３７記載の加入者局。
【請求項４２】
　前記制御プロセッサが、前記加入者局がソフトなハンドオフ中であるか否かを判断し、
前記加入者局の最大レートの選択が、前記加入者局がソフトなハンドオフ中であるか否か
についての前記判断にしたがって行われる請求項４１記載の加入者局。
【請求項４３】
　前記制御プロセッサが、前記加入者局と活動状態の組の基地局との間の距離を判断し、
最大レートの選択が、前記加入者局と活動状態の組の基地局との間の距離を判断すること
にしたがって実行される請求項４１記載の方法。
【請求項４４】
　前記制御プロセッサが前記加入者局の速度を判断し、前記加入者局の速度にしたがって
最大値を選択する請求項４１記載の加入者局。
【請求項４５】
　前記制御プロセッサが、少なくとも１つの候補の組の基地局の信号エネルギを推定し、
少なくとも１つの活動状態の組の基地局の信号エネルギを推定し、少なくとも１つの活動
状態の組の基地局の信号エネルギと少なくとも１つの候補の組の基地局の信号エネルギと
にしたがって前記候補の組の保護値を計算する請求項４１記載の加入者局。
【請求項４６】
　前記制御プロセッサが、少なくとも１つの活動状態の組の基地局の前記信号エネルギの
エネルギを加算して、加算された活動状態の組のエネルギを供給し、少なくとも１つの候
補の組の基地局の前記信号エネルギのエネルギを加算して、加算された候補の組のエネル
ギを供給し、前記候補の組の保護値の計算が、前記加算された活動状態の組のエネルギと
前記加算された活動状態の組のエネルギとの間の差にしたがって実行される請求項４５記
載の加入者局。
【請求項４７】
　前記制御プロセッサが、少なくとも１つの活動状態の組の基地局の前記信号エネルギの
最小エネルギの活動状態の組の基地局を選択し、少なくとも１つの候補の組の基地局の前
記信号エネルギの最大エネルギの候補の組の基地局を選択し、前記候補の組の保護値の計
算が、前記最低エネルギの活動状態の組の基地局の信号エネルギと、前記最大エネルギの
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候補の組の基地局の信号エネルギとの間の差にしたがって実行される請求項４５記載の加
入者局。
【請求項４８】
　前記制御プロセッサが、少なくとも１つの活動状態の組の基地局の前記信号エネルギの
最低エネルギの活動状態の組の基地局を選択し、少なくとも１つの候補の組の基地局の前
記信号エネルギのエネルギを加算して、加算された候補の組のエネルギを供給し、前記候
補の組の保護値の計算が、前記最低ネルギの活動状態の組の基地局の信号エネルギと前記
加算された活動状態の組のエネルギとの間の差にしたがって実行される請求項４５記載の
加入者局。
【請求項４９】
　前記制御プロセッサが、少なくとも１つの活動状態の組の基地局の前記信号エネルギの
最大エネルギの活動状態の組の基地局を選択し、少なくとも１つの候補の組の基地局の前
記信号エネルギの最大エネルギの候補の組の基地局を選択し、前記候補の組の保護値の計
算が、前記最大エネルギの活動状態の組の基地局の信号エネルギと、前記最大エネルギの
候補の組の基地局の信号エネルギとの間の差にしたがって実行される請求項４５記載の加
入者局。
【請求項５０】
　制御プロセッサが、確率論的プロセスにしたがって前記伝送レートを選択する請求項３
７記載の加入者局。
【請求項５１】
　確率論的プロセスが、所定の先行する間隔上で平均伝送レート数にしたがって判断され
る請求項５０記載の加入者局。
【請求項５２】
　確率論的プロセスが、バッファ容量のフラグにしたがって判断される請求項５０記載の
加入者局。
【請求項５３】
　確率論的プロセスが、バッファ容量のフラグにしたがって判断される請求項５２記載の
加入者局。
【請求項５４】
　伝送レート（ｐ）を増加する確率が次の式：
ｐ＝ｍｉｎ{１，〈［１＋（ＦＢｕｆｆｅｒ／２）］／Ｎｒａｔｅｓ〉ｌｏｇ２〈Ｒｍａ

ｘ／Ｒａｖｅｒａｇｅ〉}、
によって与えられ、なおＲ ａｖｅｒａｇｅが所定数の先行する伝送における平均データ
レートであり、ＦＢｕｆｆｅｒはバッファが一杯のフラグであり、例示的な実施形態では
０か、またはバッファが一杯の状態を示す１の値を仮定し、Ｒｍａｘは既に記載したよう
に、加入者局の最大伝送レートであり、ＮＲａｔｅｓは加入者局に有効なレート数である
請求項５３記載の方法。
【請求項５５】
　リバースリンクのローディングを測定する手段と；
　　前記リバースリンクのローディングを示すビジートーンの信号を送る手段とを含む基
地局。
【請求項５６】
　前記ビジートーン信号が、２ビットの数値として送られ、　　（０，０）がほとんどロ
ードされていない基地局を示し；
　　（０，１）が安定した基地局を示し；
　　（１，０）が重くロードされた基地局を示し；
　　（１，１）が基地局のオーバーロード状態を示している請求項５５記載の基地局。
【請求項５７】
　前記基地局がＣＤＭＡ基地局である請求項５６記載の基地局。
【請求項５８】
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　ビジートーン信号がＣＤＭＡ信号へ時分割多重化される請求項５６記載の基地局。
【請求項５９】
　前記基地局がさらに、最大許容リバースリンクの伝送レートを示す信号を送る請求項５
６記載の基地局。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はワイヤレス通信に関する。とくに本発明は、高速ワイヤレス通信システムにお
ける伝送データレートを判断するための斬新で向上した方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　今日の通信システムは、種々のアプリケーションを支援することが要求されている。１
つのこのような通信システムは“デュアルモード広帯域拡散スペクトラムセルラシステム
のためのTIA/EIA/IS-95の移動局－基地局互換性規格（TIA/EIA/IS-95 Mobile Station - 
Base Station Compatibility Standard for Dual-Mode Wideband Spread Spectrum Cellu
lar System）”（以下ではIS-95規格と呼ばれる）と適合しているコード分割多重アクセ
ス（code system division multiple access, CDMA）システムである。ＣＤＭＡシステム
は、地上リンク上でのユーザ間の音声およびデータ通信を可能にしている。多重アクセス
通信システムにおけるＣＤＭＡ技術の使用は米合衆国特許第4,901,307号（“SPREAD SPEC
TRUM MULTIPLE ACCESS COMMUNICATION SYSTEM USING SATELLITE OR TERRESTRIAL REPEATE
RS”）および米合衆国特許第5,103,459号（“SYSTEM AND METHOD FOR GENERATING WAVEFO
RMS IN A CDMA CELLULAR TELEPHONE SYSTEM”）において記載されており、両文献の特許
権は本発明の譲受人に譲渡されており、ここでは参考文献として取り入れる。
【０００３】
　本明細書では、基地局とは、遠隔局が通信するハードウエアを指している。セルは、こ
の用語が使用される文脈に依存して、ハードウエアまたは地理的適用領域を指している。
セクタは、セルの区画である。ＣＤＭＡシステムのセクタはセルに属しているので、セル
に関して記載した教示は容易にセクタに拡張される。
【０００４】
　ＣＤＭＡシステムでは、ユーザ間の通信は基地局（ベースステーション）を介して実行
される。遠隔局上の第１のユーザは、リバースリンク上で基地局へデータを伝送すること
によって第２の遠隔局上の第２のユーザと通信する。基地局ではデータを受信し、データ
を別の基地局へルート設定することができる。データは同じ基地局、すなわち第２の基地
局のフォワードリンク上で第２の遠隔局へ伝送される。フォワードリンクは基地局から加
入者局への伝送を指し、リバース（逆）リンクは遠隔局から基地局への伝送を指す。ＩＳ
－９５のシステムでは、フォワードリンクとリバースリンクとは別々の周波数を割当てら
れている。
【０００５】
　加入者局は通信中に少なくとも1つの基地局と通信する。ＣＤＭＡの加入者局は、ソフ
トなハンドオフ（soft handoff）中に多数の基地局と通信することができる。ソフトなハ
ンドオフは、先の基地局とのリンクを切断する前に、新しい基地局とのリンクを設定する
プロセスである。ソフトなハンドオフは呼をドロップする可能性を最小にする。ソフトな
ハンドオフのプロセス中に基地局を介して加入者局と通信するための方法およびシステム
は、米合衆国特許第5,267,261号（ “MOBILE ASSISTED SOFT HANDOFF IN A CDMA CELLULA
R TELEPHONE SYSTEM”）に記載されており、これは本発明の譲受人に譲渡されており、こ
こでは参考文献として取り入れる。ソフトなハンドオフは、同じ基地局によってサービス
される多数のセクタ上で通信を行うプロセスである。ソフトなハンドオフのプロセスは、
1996年12月11日に出願され、現在審査中の米合衆国特許出願第08/763/498号明細書（“ME
THOD AND APPARATUS FOR PERFORMING HANDOFF BETWEEN SECTORS OF A COMMON BASE STATI
ON”）に記載されており、これは本発明の譲受人に譲渡されており、ここでは参考文献と
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して取り入れる。
【０００６】
　ワイヤレスデータアプリケーション（無線のデータ応用）に対する需要が高まっている
ために、非常に効率的なワイヤレスデータ通信システム対する必要がますます大きくなっ
てきた。ＩＳ－９５の規格はフォワードリンクおよびリバースリンク上でトラヒックデー
タおよび音声データを通信することができる。固定サイズのコードチャンネルフレームに
おいてトラヒックデータを伝送する方法は、米合衆国特許第5,504,773号明細書（“METHO
D AND APPARATUS FOR THE FORMATTING OF DATA FOR TRANSMISSION”）に詳しく記載され
ており、これは本発明の譲受人に譲渡されており、ここでは参考文献として取り入れる。
ＩＳ－９５の規格にしたがって、トラヒックデータまたは音声データは、２０ミリ秒の幅
に１４．４キロビット／秒のデータレートをもつコードチャンネルフレームへ分割される
。
【０００７】
　高速ワイヤレス通信専用のシステムは、1997年11月3日に出願された米合衆国特許出願
第08/963,386号明細書（“METHOD AND APPARATUS FOR HIGHER RATE PACKET DATA TRANSMI
SSION”）に記載されており、これは本発明の譲受人に譲渡されており、ここでは参考文
献として取り入れる。特許出願第08/963,386号明細書では、基地局はパイロットバースト
（pilot burst）を含むフレームを送ることによって加入者局へ送り、パイロットバース
トは該フレームへ時分割多重化され、かつ加入者局から基地局へ送られたチャンネル情報
に基くレートで送られる。
【０００８】
　音声サービスとデータサービスとの間の重要な相違点は、音声サービスが厳密な一定の
遅延要求を加えることである。一般的に、言語フレームの一方向の全遅延は１００ミリ秒
未満でなければならない。対称的に、データの遅延はデータ通信システムの効率を最適化
するのに使用される可変パラメータになる。とくに、音声サービスによって許容できる遅
延よりも相当に大きい遅延を必要とするより効率的なエラー補正コード化技術を利用する
ことができる。データのための例示的な効率的コード化方式は、1996年11月6日に出願さ
れた米合衆国特許出願第08/743 688号明細書（“SOFT DECISION OUTPUT DECODER FOR DEC
ODING CONVOLUTIONALLY ENCODED CODEWORDS”）に記載されており、これは本発明の譲受
人に譲渡されており、ここでは参考文献として取り入れる。
【０００９】
　音声サービスとデータサービスとの間の別の重要な相違点は、音声サービスが全てのユ
ーザに対して一定の共通のサービス品質（quality of service, QOS）を要求することで
ある。一般的に、音声サービスを提供するディジタルシステムでは、これは全てのユーザ
に対する伝送レートを一定で等しくし、言語フレームのエラーレートを最大許容値に変え
る。対照的に、データサービスでは、ＱＯＳはユーザごとに異なり、ネゴシエート（交渉
）することができ、公平性の制約を受けなければならない。データ通信システムが加入者
に供給するＱＯＳは、一般的に、遅延、平均スループット、妨害（blockage）の可能性（
確率）、サービス時間中に経験する接続が損われる可能性（確率）によって記載されてい
る。
【００１０】
　ワイヤレスデータ通信システムは、一般的に、フォワードリンクとリバースリンクの両
者において一定の範囲の伝送データレートを供給することができる。これらの伝送データ
レートは、媒体アクセス制御として識別される方式にしたがって、種々の活動状態のトラ
ックソースへ割り当てられ、したがってソースは選択されたデータアプリケーションに本
質的に依存して異なる到来情報データレートを供給しなければならない。さらに加えて、
伝送データレートを特定の加入者へ割り当てるときに、チャンネルの状態および全体的な
システムロードを検討すべきである。
【００１１】
　媒体アクセス制御は、全てのシステムのスループット、ＱＯＳ、およびアルゴリズムの
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複雑性の間のトレードオフを最適化するやり方で、ネットワーク内の活動状態の加入者局
へ資源を割り当てることになる。フォワードリンクにおいて、 “一対多（one-to-many）
”の伝送特徴を利用して、基地局において最適な集中的な資源割当てを実行し、“多対一
（many-to-one）”のリバースリンクでは、媒体アクセス制御方式の最適化の問題は複雑
であり、基地局における集中形のアプローチか、または加入者局における分散形のアプロ
ーチで解決できる。ここに記載した技術の多くは、フォワードリンク信号の媒体アクセス
制御に拡張できるが、本発明の対象はリバースリンクに対する媒体アクセス制御にフォー
カスを定めることとする。
【００１２】
　リバースリンクにおいて資源割当てを実行するのに使用される情報は、基地局のネット
ワークおよび加入者局の両者の中にある。とくにネットワーク側には、各基地局の瞬間的
なトラヒックロードおよび余分の容量に関係する情報がある。ロードは、雑音電力スペク
トル密度によって定められたフロア上の全受信エネルギーの上昇によって量子化すること
ができる。余分の容量は、ネットワークの不安定性を防ぐ最大許容ロードと瞬間的なロー
ドとの間の差である。加入者局には、端末クラス（例えば、最大伝送電力、伝送バッファ
の大きさ、サポートされているデータレートの組）、チャンネルの状態（例えば、全受信
パイロットに対する信号対雑音および干渉比、伝送電力の空き高）、トラヒックソース状
態（例えば、バッファ状態、バッファのオーバーフロー、過去の平均スループット、遅延
統計）に関する情報を含む。実際には、ネットワークと加入者との間で情報を交換するこ
とができるが、これは、電波送信媒体のインターフェイス上でのシグナリングを含み、判
断プロセスにおいて資源の浪費および遅延を加える。
【００１３】
　したがって、第１の問題は、シグナリングメッセージを最小化する使用可能な情報を最
適なやり方で利用するリバースリンクに対する媒体アクセス制御方式を設計することであ
る。さらに加えて、媒体アクセス制御方式は、加入者局のクラスおよびネットワークのト
ポロジにおける変化に強いことが望ましい。別の根本的な問題は、ソフトなハンドオフに
おける加入者局に対する資源割当てである。この場合に、ここでもネットワークにおける
シグナリングを恐らくは最小化する、ソフトなハンドオフに関係する全基地局のトラヒッ
クロードおよび余分の容量（すなわち、活動状態の組における基地局として識別される基
地局）について検討しなければならない。さらに別の根本的な問題は、特定の加入者局と
ソフトなハンドオフをしない基地局の保護であるが、これらの基地局はその代わりに電磁
リンクによって加入者局へ接続され、電磁リンクの経路損失は活動状態の組において測定
される経路損失と同じ程度である。これら基地局は、ここでは候補の組（candidate set
）と呼ばれる。
【００１４】
　本発明は、次に記載するように、リバースリンクの媒体アクセス制御方式に対する上述
の根本的な問題の全てに対処して解決するように設計された効果的で斬新な方法および装
置である。
【発明の概要】
【００１５】
　本発明は、高速ワイヤレス通信ネットワークのリバースリンクにおける伝送データレー
トの割当てを実行する斬新で向上した方法および装置である。本発明は、一方の側に基地
局をもち、他方の側に全ての加入者局をもつネットワークとマクロ制御ループを形成する
。各加入者局は、伝送のために待ち行列に入れられたデータ量に基づいてデータレートを
選択する。使用可能な電力（power）の空き高に基いてこのレートを調整する。この調整
された伝送レートは、加入者局の候補の組における基地局の保護のために調整される。基
地局は、瞬間的なトラヒックロードを測定し、ソフトなビジートーンでフィードバックを
行うことによって加入者局の動作に反応する。この方法はここでは閉ループ資源割当てと
呼ばれている。
【００１６】
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　本発明の目的は、ネットワーク側上の要素よりも伝送レートを判断するためのより多く
の情報量をもつ加入者局の制御のもとで、データレート割当てを行うことによってリバー
スリンクの媒体アクセス制御を最適化することである。加入者は、伝送するために待ち行
列に入れた情報量、使用可能な伝送電力の空き高の量、および活動状態の組のリンクと候
補の組のリンクの両者における信号－対－雑音および干渉の比率に関する情報をもってお
り、これらの全てはリバースリンクの伝送レートを選択する本質的な要因である。基地局
はこの情報をもたず、相当量のシグナリングを欠いており、これは望ましくない。
【００１７】
　本発明の別の目的は、加入者局がリバースリンク伝送によって候補の基地局に対する許
容できない干渉を生成するのを防いで、候補の組の保護を実現することである。
【００１８】
　本発明の別の目的は、パケットごとにデータレートの割当てを可能にして、効率的なサ
ービスを加入者局へ提供して、高いバーストもつトラヒックを与えることである。
【００１９】
　本発明の別の目的は、最近の平均スループットおよび可能性のあるバッファのオーバー
フロー状態を検討することによって加入者局間の資源割当てに公平性を与えることである
。
【００２０】
　本発明の別の目的は、加入者局がソフトなハンドオフ中でも、基地局のトランシーバと
基地局の制御装置との間で、迂回中継のシグナリングを要求せずに、効率的なリバースリ
ンクの媒体アクセス制御を行うことである。これは、ネットワークアーキテクチャ、並び
に関係する伝送および処理遅延とは無関係に資源割当てを行うので非常に望ましい。
【００２１】
　本発明の別の目的は、無線放送媒体のインターフェイス上での必要なシグナリングを最
小化することである。
【００２２】
　本発明の別の目的は、加入者局によって使用されるレートが割り当てられたレートより
も低いときに発生する資源の浪費を避けることである。事実、閉ループ資源割当てでは、
割り当てられたレートと使用されるレートとは常に一致している。
【００２３】
　本発明のさらに別の目的は、基地局がオーバーロード状態であるか否かを示すだけでな
く、ローディングの範囲の指標を与えるソフトなマルチビットのビジートーンを供給する
ことである。
【００２４】
　本発明の特徴、目的、および長所は、同じ参照符号で全体的に対応して識別させている
図面と関連して採り入れられるときに、以下で示した詳細な記述からより明らかになるで
あろう。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明のレート割当て方法を示すフローチャート。
【図２】本発明のレート割当て方法を示すフローチャート。
【図３】本発明のレート割当て方法を示すフローチャート。
【図４】本発明のレート割当て方法を示すフローチャート。
【図５】本発明のレート割当て方法を示すフローチャート。
【図６】本発明のレート割当て方法を示すフローチャート。
【図７】本発明のワイヤレス通信システムのネットワークの基本的な要素を示すダイヤグ
ラム。
【図８】本発明の例示的な実施形態の基地局を示すブロックダイヤグラム。
【図９】本発明の例示的な実施形態の基地局を示すブロックダイヤグラム。
【図１０】本発明の例示的なフォワードリンクのフレームフォーマットを示すフレームダ



(13) JP 2011-91836 A 2011.5.6

10

20

30

40

50

イヤグラム。
【図１１】本発明の例示的なフォワードリンクのフレームフォーマットを示すフレームダ
イヤグラム。
【図１２】本発明の例示的な加入者局のブロックダイヤグラム。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　Ｉ．方法の概要
　図１は、本発明の閉ループ資源割当てを実行する好ましい方法を記載したフローチャー
トである。当業者には、図1に示した段階が好ましい順序のシーケンスを示しておらず、
本発明の技術的範囲を逸脱せずに段階の順序を変更できることが分かるであろう。さらに
加えて、本発明の段階は、本発明の技術的範囲を逸脱せずに全て削除できる。例示的な実
施形態では、本発明を使用して、加入者局からリバースリンク伝送のデータレートを判断
している。ブロック100では、加入者局はバッファの状態に基いて所望の初期レート（Ｒ

ｓｔｅｐ１）を選択する。例示的な実施形態では、データレートはパケットごとに判断さ
れる。
【００２７】
　図２は、バッファの状態に基くレート選択をより詳しく記載したフローチャートである
。ブロック110では、加入者局は伝送バッファ（Ｑｌｅｎｇｔｈ）内のバイト数を判断す
る。
【００２８】
　ブロック112では、加入者局は、パラメータＲｍｉｎおよびＲｍａｘを判断する。Ｒｍ

ｉｎおよびＲｍａｘは、加入者局が伝送を行うことができる最低レートと最大レートであ
る。例示的な実施形態では、特定の加入者局に対するＲｍａｘは、オーバー ザ エア シ
グナリングによって作動中の基地局によってオプションで設定できる。次の表１には、例
示的な組のレート（Ｒ）をキロビット／秒で示し、これらのレートに対する情報の対応す
るパケットの大きさ（Ｐｓｉｚｅ（Ｒ））をバイトで示した。
【００２９】
表　１
レート（Ｒ）（kb/s）　　4.8 　9.6 　19.2 　38.4 　76.8 　153.6 　307.2パケットの
大きさ　　　　32 　 64　　128 　 256 　 512 　 1024 　 2048
（バイト）　　　
（Ｐｓｉｚｅ（Ｒ））。
【００３０】
　制御ブロック114では、加入者局は伝送バッファ内の情報のバイト数が最大伝送レート
におけるパケットの大きさよりも大きいか否かを判断する。例示的な番号論（numerology
）の場合に、最大レートは３０７．２キロビット／秒であり、対応する最大パケットの大
きさは２０４８バイトである。伝送バッファ内の情報バイト数は、最大伝送レートにおけ
るパケットの大きさよりも大きいとき、ブロック116において、変数ＲｂｕｆｆｅｒはＲ

ｍａｘに等しく設定される。伝送バッファ内の情報のバイト数が最大伝送レートにおける
パケットの大きさほど大きくないときは、ブロック118において、変数Ｒｂｕｆｆｅｒは
伝送バッファ（Ｑｌｅｎｇｔｈ）の全内容を単一のパケットで送ることができる最低の使
用可能レートに設定される。
【００３１】
　ブロック119では、加入者局は最後の伝送（Ｒｐｒｅｖｉｏｕｓ）のレートを判断する
。好ましい実施形態では、この値はＲＡＭ内に記憶され、各伝送後に上書きされる。ブロ
ック120では、一時的なレートの変数Ｒｓｔｅｐ１はＲｂｕｆｆｅｒまたはレートＲｐｒ

ｅｖｉｏｕｓによって示される２倍のレートの何れかのレートの最小値に設定される。
【００３２】
　例示的な実施形態では、加入者局のバッファは２つの部分に分割される。第１の部分は
新しい伝送データを含み、第２の部分は無線リンクプロトコル（Radio Link Protocol）
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データを含み、これは既に伝送されているが、再び伝送される可能性のあるパケットであ
る。好ましい実施形態では、フラグＦｂｕｆｆｅｒは、加入者局の新しいデータバッファ
がほぼ一杯であるときに設定される。ほぼ一杯のバッファフラグの設定に応答して、加入
者局の調整はレート選択アルゴリズムである。第１の例示的な実施形態では、加入者局は
レート選択アルゴリズムを調整し、増加する伝送レートの１つにまでその伝送レートにバ
イアスをかけ、これについては別途詳しく記載する。代わりの実施形態では、加入者局は
所定のより高いレートで伝送する。当業者は一杯のバッファのフラグ設定に対する応答を
変更して、本発明の技術的範囲内の種々の方法の全てにおいて伝送レートを増加できるこ
とが分かるであろう。公平性をもたせるために、Ｆｂｕｆｆｅｒフラグは最後の１００パ
ケットから逸脱してＮｂｕｆｆｅｒ（例えば２５）倍よりも大きく設定してはならない。
【００３３】
　図１を再び参照し、動作はブロック102に戻り、ここで加入者局は電力の空き高に基く
最大レートを判断する（Ｒｓｔｅｐ２）。図３は段階102において実行される動作をより
詳しく示している。ブロック122では、加入者局は、加入者局が動作できる最大伝送電力
（Ｐｍａｘ）を判断する。例示的な実施形態では、最大伝送電力は、固定形または移動形
の加入者局内にある電力増幅器、および加入者局が移動形であるときの加入者局内のバッ
テリエネルギ量に依存する。
【００３４】
　ブロック124では、加入者局は最大許容伝送電力を計算し、これは段階122において判断
された最大伝送電力Ｐｍａｘ（デシベル）であり、電力のマージンＰｍａｒｇｉｎ（デシ
ベル）よりも小さく、したがって将来の伝送レベルの変動を追跡することができる。加入
者局は変数Ｒｐｏｗｅｒを最大伝送レートＲに等しく設定し、これは、電力Ｐ（Ｒ）（デ
シベル）で確実に送ることができ、最大許容伝送電力よりも小さく、したがって（Ｐｍａ

ｘ（デシベル）－Ｐｍａｒｇｉｎ（デシベル））である。そこで、ブロック126では、加
入者局は段階100において判断されたＲｓｔｅｐ１の最小値および段階124において判断さ
れたＲｐｏｗｅｒに等しい新しい変数Ｒｓｔｅｐ２を設定する。
【００３５】
　図１に戻り、プロセスはブロック104に移り、ここで加入者局は候補の組保護基準にし
たがって最大伝送レートを判断する。段階104におけるレート調整の目的は、加入者局の
候補の組のメンバが、通信していない加入者局によってオーバーロードしているリバース
リンクをもつのを防ぐことであり、それは（経路損失に関して）インターフェイスの問題
を発生することが十分に明らかであるからである。
【００３６】
　例示的な実施形態では、加入者局は、候補の組の中の基地局のローディングの問題に関
係するビジートーンを受信しないので、この問題を知らされない。したがって、候補者の
組の保護アルゴリズムは、候補の組の基地局の制御されていないオーバーロードを防ぐた
めに与えられる。例示的な実施形態では、最大許容伝送レートにおける低減量は、候補の
基地局からのパイロット信号の強度に基く。とくに、候補の基地局からのパイロット信号
の強度は、活動状態の組の基地局からのパイロット信号の強度に関係する。
【００３７】
　図４は、候補の組の保護にしたがって最大伝送レートを判断する例示的な方法を示して
いる。ブロック128では、加入者局は、候補の組の中の各基地局からのパイロット信号のE
c/Ioを測定し、候補の組にはこれらの基地局のパイロット信号のマルチパスの構成要素（
成分）の全てが含まれている。ブロック130では、活動状態の組の中の各基地局からパイ
ロット信号のEc/Ioを測定し、活動状態の組には加入者局は基地局のパイロット信号のマ
ルチパスの構成要素の全てが含まれている。
【００３８】
　ブロック132では、加入者局は、候補の組の内の基地局の強度の差の関数である計量（
Δａｃ）を計算する。（ここで、計量は原英文metricの訳出であり、計量器などにより計
量された量あるいはそこから求めた量を意味し、尺度の訳出もある。請求項も同じ。）例
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/Ioの和と、候補の組の全てのメンバのデシベル単位のEc/Ioの和との間の差に設定され、
これを次の式（１）に示す：
【数１】

【００３９】
　第１の代わりの実施形態では、計量（Δａｃ）は、次の式（２）に示したように、活動
状態の組の最も弱いメンバと候補の組の最も強いメンバとの間の差に設定される：
【数２】

【００４０】
　第２の代わりの実施形態では、測定（Δａｃ）は、次の式（３）に示したように、活動
状態の組の最も弱いメンバと候補の組のメンバの和との間の差に設定される：
【数３】

【００４１】
　第３の代わりの実施形態では、計量（Δａｃ）は、次の式（４）に示したように、活動
状態の組の最も強いメンバと候補の組の最も強いメンバとの間の差に設定される：
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【数４】

【００４２】
　第４の代わりの実施形態は、電力制御のアルゴリズムをドライブしている活動状態の組
におけるパイロットの選択に基く計量を計算する。
【００４３】
　計量を判断する他の方法は、当業者には明らかであり、本発明の技術的範囲内に含まれ
る。
【００４４】
　ブロック134では、変数Ｒｃａｎは最大レート（Ｒ）に設定され、レートＲで加入者局
からパケットを送るのに必要な電力、すなわちＰ（Ｒ）（デシベル）は、保護ファクタよ
りも小さく、計算された計量値Δａｃよりも大きい。例示的な実施形態では、保護ファク
タは、Ｎｐｒｏｔが整数の換算計数であり、Ｒｍｉｎが加入者局が伝送できる最低レート
であるとするとき、ＮｐｒｏｔとＲｍｉｎとの積に等しいレートで伝送することを要求さ
れる電力としてデシベル単位で判断される。
【００４５】
　ブロック136では、変数Ｒｓｔｅｐ３は、候補の組の保護動作を実行した後で調整され
たレートであり、Ｒｓｔｅｐ２またはＲｃａｎの最低レートを選択することによって判断
される。
【００４６】
　図１に戻り、ブロック106では、加入者局は活動状態の組における全ての基地局から受
信されるビジートーンから最大のビジートーンを選択する。簡単な場合では、ビジートー
ンがリバースリンクの容量のローディング状態か、または追加のリバースリンクの容量の
存在の何れかを示す単一のビットであるとき、最大のビジートーンの選択は、単に受信し
たビジートーンの全てに対してＯＲを取ることである。ビジートーンが容量のローディン
グ状態を示すときは、加入者局は、別途記載するように伝送レートを確率的に低減する。
全てのビジートーンが追加のリバースリンク容量を示すとき、加入者局は、別途記載する
ように伝送レートを確率的に増加する。
【００４７】
　好ましい実施形態では、ビジートーンはソフトなマルチビットのビジートーンであり、
すなわち次の表２の意味に対応する２つのビット（ｂ１，ｂ２）をもつビジートーンであ
る。
【００４８】
　　　　　　　　　　　　　　表　２
　　（ｂ１，ｂ２）　　　　　　　　意味
　　（０，０）　　　　ほとんどロードされていない基地局
　　（０，１）　　　　　　　安定した基地局
　　（１，０）　　　　相当にロードされている基地局
　　（１，１）　　　　オーバーロードしている基地局。
【００４９】
　図５は、２ビットのビジートーンの値を判断するための例示的な方法を示している。ブ
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ロック138では、基地局はリバースリンクのローディングを推定する。リバースリンクの
ローディングを推定するには複数の方法があり、その全ては本発明に応用可能である。リ
バースリンクのローディングを推定するための例示的な実施形態は、米合衆国特許出願第
09/204,616号明細書（“Method and Apparatus for Loading Estimation”）に詳しく記
載されており、本発明の譲受人によって譲渡され、ここでは参考文献として取上げている
。
【００５０】
　ブロック140では、基地局は推定されたリバースリンクのローディングを第１の閾値（T
H1）と比較している。推定されたリバースリンクのローディングが閾値TH1よりも小さい
ときは、基地局のリバースリンクはほとんどロードされていないと判断され、ブロック14
2では、ビジートーンのビットは（０，０）に設定される。推定されたリバースリンクの
ローディングがTH1以上であるとき、動作はブロック144に移る。
【００５１】
　ブロック144では、基地局は推定されたリバースリンクのローディングを第２の閾値の
値（TH2）と比較する。推定されたリバースリンクのローディングが閾値TH2よりも小さい
ときは、基地局のリバースリンクは安定していると判断され、ブロック146では、ビジー
トーンのビットは（０，１）に設定される。推定されたリバースリンクのローディングが
TH2以上であるときは、動作はブロック148に移る。
【００５２】
　ブロック148では、基地局は推定されたリバースリンクのローディングを第３の閾値（T
H3）と比較する。推定されたリバースリンクのローディングが閾値TH3よりも小さいとき
は、基地局のリバースリンクは相当にロードされていると判断され、ブロック150では、
ビジートーンのビットは（１，０）に設定される。推定されたリバースリンクのローディ
ングがTH3以上であるときは、動作はブロック152に移る。ブロック152では、基地局はオ
ーバーロードされていると判断され、ビジートーンは（１，１）に設定される。
【００５３】
　閾値の比較の全ては、ヒステリシスサイクルを介して実行され、交差が頻繁になり過ぎ
るのを防ぐことができる。
【００５４】
　ブロック106では、加入者局は、活動状態の組の中の基地局の全てからビジートーンを
受信し、最も高いビジートーンを選択する。
【００５５】
　ブロック108では、現在のパケットに対する伝送レートは、段階106において選択された
最大のビジートーン（ｂ１，ｂ２）にしたがって選択される。図６は、選択された最大の
ビジートーンに基づくレート選択の方法を示している。
【００５６】
　制御ブロック154では、加入者局は、最大のビジートーン（ｂ１，ｂ２）が値（０，０
）をもつ、すなわち活動状態の組の中の全ての基地局がほとんどロードされていないこと
を示しているか否かを判断する。この場合に、決定性のレート増加が可能であり；動作は
制御ブロック156に移り、パケットの伝送レートはＲｓｔｅｐ３に設定される。最大のビ
ジートーンが値（０，０）をもたないときは、動作は制御ブロック158に移る。
【００５７】
　制御ブロック158では、加入者局は最大のビジートーン（ｂ１，ｂ２）が値（０，１）
をもつ、すなわち活動状態の組の中の少なくとも１つの基地局が安定している（が、ほと
んどロードされていない訳ではない）か否かを判断する。最大のビジートーンが値（０，
１）をもつときは、動作は、確率的レート増加が可能である制御ブロック160に移る。制
御ブロック160では、加入者局は、計算されたレートＲｓｔｅｐ３がＲｐｒｅｖｉｏｕｓ

以下であるか否かを判断する。Ｒｓｔｅｐ３がＲｐｒｅｖｉｏｕｓ以下であるときは、ブ
ロック162において現在のパケットはレートＲｓｔｅｐ３へ送られる。Ｒｓｔｅｐ３がＲ

ｐｒｅｖｉｏｕｓよりも大きいときは、ブロック164において現在のパケットは確率的に
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判断されたレートで伝送され、パケットは確率ｐをもつレートＲｓｔｅｐ３で送られるか
、または確率１－ｐをもつレートＲｓｔｅｐ３で送られる。最大値のビジートーンは値（
０，１）をもたないときは、動作は制御ブロック166へ移る。
【００５８】
　例示的な実施形態では、加入者局の伝送レートを増加する確率（ｐ）は加入者局の過去
の動作にしたがって、バッファがほぼ一杯のフラグ（ＦＢｕｆｆｅｒ）に対して判断され
る。とくに、例示的な実施形態では、確率は所定数の過去のパケットにおいて使用された
平均レート、すなわちＲａｖｅｒａｇｅにしたがって判断される。例示的な実施形態では
、確率は次の式（５）にしたがって判断される：
【数５】

【００５９】
　ＦＢｕｆｆｅｒはバッファが一杯のフラグであり、例示的な実施形態では０か、または
バッファが一杯の状態を示す１の値を仮定し、Ｒｍａｘは既に記載したように、加入者局
の最大伝送レートであり、Ｎｒａｔｅｓは加入者局に有効なレートの数値である。
【００６０】
　制御ブロック166では、加入者局は、最大のビジートーン（ｂ１，ｂ２）が値（１，０
）をもつ、すなわち活動状態の組の少なくとも１つの基地局が相当にロードされているこ
とを示しているか否かを判断する。最大のビジートーンが値（１，０）をもつときは、動
作は制御ブロック168へ移り、確率的なレートの低減が必要とされる。制御ブロック168で
は、加入者局は、計算されたレートＲｓｔｅｐ３がＲｐｒｅｖｉｏｕｓよりも小さいか否
かを判断する。レートＲｓｔｅｐ３がＲｐｒｅｖｉｏｕｓよりも小さいときは、ブロック
170において現在のパケットはレートＲｓｔｅｐ３で送られる。Ｒｓｔｅｐ３がＲｐｒｅ

ｖｉｏｕｓ以上であるときは、ブロック172において現在のパケットは統計的に判断され
たレートで送られ、パケットは確率ｐをもつレートＲｐｒｅｖｉｏｕｓで送られるか、ま
たは確率ｐ－１をもつＲｐｒｅｖｉｏｕｓ／２またはＲｍｉｎよりも高いレートで送られ
る。例示的な実施形態では、数値ｐはここでも式（５）にしたがって計算される。
【００６１】
　最大ビジートーンが値（１，０）をもたないときは、動作はブロック176へ移り、これ
は加入者局の活動状態の組において少なくとも１つの基地局がオーバーロード状態である
ことを示す。ブロック176では、現在のパケットの伝送レートはＲｐｒｅｖｉｏｕｓ／２
またはＲｍｉｎよりも大きいと判断される。
【００６２】
　II.ネットワークの記述
　図面を参照すると、図７は、多数のセル200ａないし200ｆから構成されている本発明の
例示的なデータ通信システムを表わしている。各セル200は対応する基地局202または基地
局204によってサービスされる。基地局202は、加入者局206と通信を実行中の基地局であ
り、活動状態の組の加入者局206を構成すると言われている。基地局204は加入者局206と
通信していないが、受信した信号の強度が伝搬経路の特徴における変化によって増加する
とき、活動状態の組に加えるために加入者局206によって監視されるのに十分な強度の信
号をもつ。基地局204は加入者局206の候補の組を構成すると言われている。
【００６３】
　例示的な実施形態では、加入者局206は各時間スロットにおいてフォワードリンク上の
せいぜい１つの基地局202からデータ情報を受信するが、活動状態の組の中の全ての基地
局からビジートーンの情報を受信する。さらに加えて、加入者局はリバースリンク上の活
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動状態の組内の全ての基地局202と通信する。活動状態の基地局の数が２以上であるとき
は、基地局206はソフトなハンドオフ中である。加入者局206、とくにセル境界の近くに位
置するものは、候補の組の中の多数の基地局204からパイロット信号を受信することがで
きる。パイロット信号が所定の閾値よりも高いときは、加入者局206は、基地局204を活動
状態の組の加入者局206に加えることを要求することができる。例示的な実施形態では、
候補の基地局が活動状態の組へ加えられる前に、加入者局がそのビジートーンを監視する
方法は通常はない。候補の基地局のビジートーンを監視する方法があるときは、このビジ
ートーンは、上述の段階106にしたがって最大値が選択される組にの中に入る。
【００６４】
　III.フォワードリンク構造
　図８には、本発明の例示的なフォワードリンク構造のブロック図が示されている。デー
タはデータパケットに分割され、ＣＲＣエンコーダ312へ供給される。各データパケット
について、ＣＲＣエンコーダ312はフレーム検査ビット（例えば、ＣＲＣのパリティビッ
ト）を生成し、コードテールビットを挿入する。ＣＲＣエンコーダ312からのフォーマッ
トされたパケットは、データ、フレーム検査およびコードテールビット、および別途記載
するオーバーヘッドビットを含む。フォーマットされたパケットはエンコーダ314に供給
され、エンコーダ314は、例示的な実施形態では、重畳（コンボリューション）またはタ
ーボエンコーディングフォーマットにしたがってデータをエンコードする。エンコーダ31
4からのコード化されたパケットはインターリーバ316に供給され、インターリーバ316で
はパケット内にコード符号を記録する。インターリーブされたパケットはフレーム破壊要
素（frame puncture element、フレームパンク素子）318へ供給され、フレーム破壊要素3
18は後で記載するやり方でパケットの一部を取除く。破壊されたパケットは乗算器320に
供給され、乗算器320はスクランブラ322からスクランブルをかけたシーケンスでデータに
スクランブルをかける。乗算器320からの出力はスクランブルをかけられたパケットを含
む。
【００６５】
　スクランブルをかけられたパケットは種々のレート制御装置330へ供給され、この制御
装置330はパケットをＫ（Ｋはデータレートに依存する）の並列の同位相で直角のチャン
ネルにでマルチプレックスする。例示的な実施形態では、スクランブルをかけられたパケ
ットは最初に、同位相（inphase, I）で直角の（quadrature, Q）へ流れへデマルチプレ
ックスされる。例示的な実施形態では、Ｉの流れは偶数の指標をもつ符号を含んでおり、
Ｑの流れは奇数の指標をもつ符号を含んでいる。
【００６６】
　各流れはさらにＫの並列チャンネルへデマルチプレックスされ、各チャンネルの符号レ
ートは全てのデータレートに対して固定される。各流れのＫチャンネルはWalshのカバー
要素（cover element）322に供給され、Walshのカバー要素322は各チャンネルをWalsh関
数でカバーして、直交するチャンネルを供給する。直交するチャンネルデータは利得要素
(gain element)334に供給され、利得要素334はデータを基準化（scale）して、全てのデ
ータレートに対してチップごとの一定の全エネルギ（したがって一定の出力電力）を維持
する。利得要素334からの基準化されたデータは、マルチプレクサ（multiplexer, MUX）3
60へ供給され、ＭＵＸ360はデータをプリアンブルのシーケンスでマルチプレックスする
。ＭＵＸ360からの出力は、マルチプレクサ（multiplexer, MUX）362へ供給され、ＭＵＸ
362はトラヒックデータ、電力制御ビット、およびパイロットデータを多重化する。ＭＵ
Ｘ362の出力はＩのWalshチャンネルおよびＱのWalshチャンネルを含む。
【００６７】
　リバースリンク電力制御（reverse link power control, RPC）のビットは、各ＲＰＣ
ビットを所定の回数だけ反復する符号反復器(symbol repeater)350へ供給される。反復さ
れたＲＰＣビットはWalshのカバー要素352へ供給され、Walshのカバー要素352はＲＰＣの
指標に対応するWalshのカバーでビットをカバーする。カバーされたビットは利得要素354
へ供給され、利得要素354は変調前のビットを基準化して、一定の全伝送電力を維持する
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。
【００６８】
　さらに加えて、フォワードの活動状態のビットは符号反復器350へ供給される。フォワ
ードの活動状態のビットは加入者局106を、基地局がフォワードリンクデータを送らない
この次の空のフレームへ変更する。この伝送は、加入者局106に基地局102からの信号のＣ
／Ｉをよりよく推定させるために行う。反復されるフォワードの活動状態のビットは、Wa
lshカバー要素352でWalshカバーをされて、Walshのカバーされた電力制御ビットに直交す
る。カバーされたビットは利得要素354に供給され、利得要素354は変調前のビットを基準
化して、一定の全伝送電力を維持する。
【００６９】
　さらに加えて、ビジートーンは符号反復器350へ供給される。ビジートーンは加入者局2
06をリバースリンクのローディング状態へ変更する。例示的な実施形態では、ビジートー
ンは、完全にロードされているか、または予備容量をもつリバースリンクを示す単一のビ
ットである。好ましい実施形態では、ビジートーンは、これは基地局202によるカバー領
域内の加入者局206への要求を示すを２ビットの信号であり、リバースリンクの伝送レー
トが著しく増加または減少するか、あるいはリバースリンクの伝送レートが確率的に増加
または減少する。反復されるビジートーンはWalshカバー要素352においてWalshカバーさ
れ、Walshカバーされた電力制御ビットまたはフォワードの活動状態のビットへ直交する
。カバーされたビットは利得要素354へ供給され、利得要素354は変調前のビットを基準化
して、一定の全伝送電力を維持する。
【００７０】
　パイロットデータは全てゼロ（または全て１）のシーケンスを含み、これは乗算器356
へ供給される。乗算器356はWalshコードＷ０でパイロットデータをカバーする。Walshコ
ードＷ０は全てゼロのシーケンスであるので、乗算器356の出力はパイロットデータであ
る。パイロットデータはＭＵＸ362によって時分割多重化され、ＩのWalshチャンネルに供
給され、複素乗算器（complex multiplier）366内において短いＰＮＩコードによって拡
散される（図９参照）。例示的な実施形態では、パイロットデータは長いＰＮコードで拡
散されず、ＭＵＸ376によるパイロットバースト中にゲートオフされて、全ての加入者局3
76によって受信できるようになる。したがってパイロット信号は変調されていないＢＰＳ
Ｋ信号である。
【００７１】
　図９には、データを変調するのに使用される例示的な変調器のブロックダイヤグラムが
示されている。ＩのWalshチャンネルおよびＱのWalshチャンネルは、それぞれ加算器364
ａおよび364ｂに供給され、ここでＫのWalshチャンネルを加算して、それぞれＩｓｕｍお
よびＱｓｕｍ’を供給する。ＩｓｕｍおよびＱｓｕｍの信号は複素乗算器366へ供給され
る。複素乗算器366はさらに乗算器378ａおよび378ｂからPN IおよびPN Q信号を受信し、
次の式にしたがって２つの複素入力を乗算する：
【数６】

【００７２】
　なお、ＩｍｕｌｔおよびＱｍｕｌｔは複素乗算器366から出力され、ｊは複素数を表し
ている。ＩｍｕｌｔおよびＱｍｕｌｔの信号は、それぞれフィルタ368ａおよび368ｂへ供
給されて、信号をフィルタ処理する。フィルタ368ａおよび368ｂからのフィルタ処理され
た信号は、それぞれ乗算器370ａおよび370ｂへ供給され、ここで信号は同位相の正弦波（
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シヌソイド）ＣＯＳ（ｗｃｔ）および直角位相の正弦波（シヌソイド）ＳＩＮ（ｗｃｔ）
と乗算される。Ｉの変調信号およびＱの変調信号は加算器372へ供給され、ここで信号は
加算され、フォワードの変調された波形Ｓ（ｔ）が供給される。
【００７３】
　例示的な実施形態では、データパケットは長いＰＮコードと短いＰＮコードで拡散され
る。長いＰＮコードはパケットにスクランブルをかけ、その結果パケットが方向付けられ
ている加入者局106のみがパケットを逆スクランブルすることができる。例示的な実施形
態では、パイロットビット、電力制御ビット、および制御チャンネルパケットは長いＰＮ
コードではなく、短いＰＮコードで拡散されて、全ての加入者局106がこれらのビットを
受信できるようにする。長いＰＮのシーケンスは長いコード発生器374によって生成され
、乗算器（ＭＵＸ）376へ供給される。長いＰＮマスクは長いＰＮのシーケンスのオフセ
ットを判断し、宛先の加入者局106へユニークに割り当てられる。ＭＵＸ376からの出力は
、データ部分の伝送中の長いＰＮシーケンスか、さもなければ（例えば、パイロットおよ
び電力制御部分中の）ゼロである。ＭＵＸ376からのゲートされた長いＰＮのシーケンス
および短いコード発生器380からの短いＰＮＩおよびＰＮＱのシーケンスは、それぞれ乗
算器378ａおよび378ｂへ供給され、ここでは２組のシーケンスを乗算して、それぞれPN I
PN Q信号を形成する。PN IおよびPN Q信号は複素乗算器366へ供給される。
【００７４】
　図８および９に示した例示的なトラヒックチャンネルのブロックダイヤグラムは、フォ
ワードリンク上でのデータのコード化および変調をサポートする多数のアーキテクチャの
1つである。他のアーキテクチャとして、例えばＩＳ－９５標準にしたがうＣＤＭＡシス
テムにおけるフォワードリンクトラヒックチャンネルのためのアーキテクチャのようなも
利用でき、これも本発明の技術的範囲内である。
【００７５】
　IV.フォワードリンクフレーム構造
　図１０には、本発明の例示的なフォワードリンクのフレーム構造のダイヤグラムが示さ
れている。トラヒックチャンネルはフレームに分割され、例示的な実施形態では、フレー
ムは、短いＰＮのシーケンスまたは２６．６７ミリ秒の長さに定められている。各フレー
ムは全ての加入者局106へアドレス指定された制御チャンネル情報（制御チャンネルフレ
ーム）、および特定の加入者局106へアドレス指定されるトラヒックデータ（トラヒック
フレーム）を保持しているか、または空（アイドルフレーム）であってもよい。各フレー
ムのコンテンツは、伝送している基地局102によって実行されるスケジューリングによっ
て判断される。例示的な実施形態では、各フレームは１６の時間スロットから構成されて
いて、各時間スロットは１．６６７ミリ秒の継続期間をもっている。１．６６７ミリ秒の
時間スロットは、加入者局106がフォワードリンク信号のＣ／Ｉ測定を実行するのに適し
ている。１．６６７ミリ秒の時間スロットは、効率的なパケットデータ伝送のために十分
な時間量も表わしている。
【００７６】
　例示的な実施形態では、各フォワードリンクデータパケットは１０２４または１０４８
ビットから構成されている。したがって各データパケットを送るのに要求される時間スロ
ット数はデータレートに依存し、３８．４キロビット秒のレートに対して１６時間スロッ
トから、１．２２８８メガビット秒のレートに対して１時間スロットの範囲にわたる。
【００７７】
　図１１には、本発明のフォワードリンクスロット構造の例示的なダイヤグラムが示され
ている。例示的な実施形態では、各スロットは４つの中の３つの時分割多重化チャンネル
、トラヒックチャンネル、制御チャンネル、パイロットチャンネル、およびオーバーヘッ
ド制御チャンネルを含む。例示的な実施形態では、パイロット信号は２つのバースト内を
送られ、オーバーヘッド制御チャンネルは２つのパイロットバーストの何れかの側の上を
送られる。トラヒックデータはスロットの３つの部分（402ａ、402ｂ、および403ｃ）に
おいて送られる。
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【００７８】
　第１のパイロットバースト406ａは、乗算器362によってスロットの最初の２分の１へ時
分割多重化される。第２のパイロットバースト406ｂはスロットの２番目の２分の１へ時
分割多重化される。第２のパイロットバースト406ｂの何れかの側部上では、フォワード
の活動状態のビット、ビジートーン、および電力制御ビットを含むオーバーヘッドチャン
ネルデータ408はスロットへ多重化される。
【００７９】
　例示的な実施形態では、ビジートーンは２ビットの信号であり、ビジートーンはフレー
ムごとに1回だけ設定される。例示的な実施形態では、ビジートーンはフレームのスロッ
ト間でインターリーブされ、偶数のスロットはビジートーンの第１のビットを保持してお
り、奇数のスロットはビジートーンの第２のビットを保持している。ビジートーンをイン
ターリーブする他のやり方は、当業者には明らかであり、本発明の技術的範囲に含まれる
。
【００８０】
Ｖ．加入者局のアーキテクチャ
　図１２は、本発明の例示的な加入者局を示している。バッファ524は、レート割当て制
御プロセッサ522へ伝送するために待ち行列へ入れられたデータ量を示す信号を供給する
。レート割当て制御プロセッサ522は、上述の段階100に関連して記載したようにバッファ
状態に基づくレートを選択する。例示的な実施形態では、バッファ524は２つの部分に分
割される。バッファ524の第１の部分は新しい伝送データを記憶する。バッファ524の第２
の部分は再伝送データを記憶する。例示的な実施形態では、レート制御プロセッサ522は
、新しい伝送データにしたがって設定されたバッファが一杯のフラグにしたがってレート
を選択する。
【００８１】
　送信機528は、リバースリンク信号を伝送するためにアップコンバート、フィルタ処理
、および増幅に責務を負う。送信機528は、現在のデータパケットの伝送に使用可能な電
力の空き高量を示す信号をレート割当て制御プロセッサ522へ供給する。これにに応答し
て、信号レート割当て制御プロセッサ522は、上述のブロック102に関連して記載した次の
パケットの伝送レートの調整を判断する。
【００８２】
　フォワードリンク信号は、アンテナ500において加入者局206によって受信され、デマル
チプレクサ502を介して受信機504へ供給される。受信機504は受信信号をダウンコンバー
ト、フィルタ処理、および増幅して、信号をパイロットエネルギ計算器506へ供給する。
パイロットエネルギ計算器506は、活動状態の組の基地局202および候補の組の基地局204
から受信したパイロット信号のエネルギを計算する。
【００８３】
　受信した信号はパイロットデスプレッダ（pilot despreader）510へ供給され、サーチ
制御装置508から制御信号にしたがってパイロット信号をデスプレッド(despread)する。
例示的な実施形態では、サーチ制御装置508は候補の組または活動状態の組の基地局のＰ
Ｎのオフセットをパイロットのデスプレッダ510へ供給し、これに応答して、デスプレッ
ダ510は候補の組の基地局204または活動状態の組の基地局206からパイロット信号をデス
プレッドする。
【００８４】
　デスプレッドパイロット符号は２乗要素512に供給され、２乗要素512は符号のエネルギ
を計算して、符号のエネルギ値をアキュムレータ514へ供給する。アキュムレータ514はパ
イロットバーストの時間間隔上にエネルギを累積し、パイロットバーストエネルギをレー
ト割当て要素522へ供給する。候補の組の基地局からのパイロットバーストエネルギ（Ec/
Io）および活動状態の組の基地局からのパイロットバーストエネルギ（Ea/Io）に応答し
て、レート割当て制御プロセッサ522は、上述のブロック104に関連して記載したように選
択したレートに対する候補の組の割当て調整を計算する。
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【００８５】
　受信した信号は、さらにビジートーン復調器516へ供給される。ビジートーン復調器516
は各活動状態の基地局202に対するビジートーンの値を復調し、各基地局のビジートーン
の値をレート割当て制御プロセッサ522へ供給する。応答して、レート割当て制御プロセ
ッサ522は、上述の106に記載したように最大のビジートーンを選択し、上述の108に関連
して記載したように伝送レートを計算する。
【００８６】
　伝送レートがレート割当て制御プロセッサ522によって判断されると、選択されたレー
トを示す信号はバッファ524、変調器526、および送信機528へ供給される。バッファ524は
選択した伝送レートにしたがってデータのブロックを変調器526へ出力する。変調器526は
選択したデータレートにしたがって信号を変調し、変調されたデータを送信機528へ供給
する。送信機は選択した伝送レートにしたがって信号を増幅し、アンテナ500を介して送
受切換え器502へ信号を供給する。選択したレートはリバースリンクメッセージを介して
活動状態の基地局へ示される。
【００８７】
　上述の好ましい実施形態は、当業者が本発明を作成または使用できるように用意された
。これらの実施形態の種々の変形は当業者には容易に明らかであり、ここに規定された一
般的な原理は発明的な能力（inventive faculty）を使用せずに他の実施形態に応用でき
る。したがって、本発明はここに示した実施形態に限定されることを意図されていないが
、ここに記載した原理および斬新な特徴に準ずる幅広い技術的範囲に与えられる。

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】 【図７】
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【図１０】 【図１１】
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【図１２】

【手続補正書】
【提出日】平成22年12月24日(2010.12.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の基地局をもち、データ伝送をサポートする前記ワイヤレス通信システムにおいて
、移動局においてリバースリンクの伝送レートを判断するための方法であって：
　　第1の伝送レートでデータを送ることと；
　　各第1の組の前記複数の基地局からビジー信号を受信することと；
　　最大のビジートーン信号を選択することと；
　　前記受信したビジー信号の何れかが前記リバースリンク上の容量のローディングを示
すとき、前記第1の伝送レートを第2の伝送レートに確率的に低減することとを含む方法。
【請求項２】
　全ての前記受信したビジー信号が前記リバースリンク上の追加の容量を示すとき、前記
第1の伝送レートを前記第2の伝送レートに確率的に増加することをさらに含む請求項1記
載の方法。
【請求項３】
　複数の基地局をもち、データ伝送をサポートするワイヤレス通信システムにおいて、移
動局においてリバースリンクの伝送レートを判断するための方法であって：
　　第1の伝送レートでデータを送ることと；
　　各第1の組の前記複数の基地局からビジー信号を受信することと；
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　　最大のビジートーン信号を選択することと；
　　全ての前記受信したビジー信号が前記リバースリンク上の追加の容量を示すとき、前
記第1の伝送レートを第2の伝送レートに確率的に増加することとを含む方法。
【請求項４】
　前記受信したビジー信号の何れかが容量のローディングを示すとき、前記第1の伝送レ
ートを前記第２の伝送レートに確率的に低減することをさらに含む請求項3記載の方法。
【請求項５】
　複数の基地局をもち、データ伝送をサポートするワイヤレス通信システムにおいて、：
　　リバースリンク上で第1の伝送レートでデータを送る手段と；
　　各第1の組の前記複数の基地局からビジー信号を受信する手段と；
　　最大のビジートーン信号を選択する手段と；
　　前記受信したビジー信号の何れかが容量のローディングを示すとき、前記第1の伝送
レートを第２の伝送レートに確率的に低減する手段とを含む移動局。
【請求項６】
　　全ての前記受信したビジー信号が前記リバースリンク上の追加の容量を示すとき、前
記第1の伝送レートを前記第２の伝送レートに確率的に増加する手段をさらに備える請求
項5記載の移動局。
【請求項７】
　複数の基地局をもち、データ伝送をサポートするワイヤレス通信システムにおいて：
　　リバースリンク上で第1の伝送レートでデータを送る手段と；
　　各第1の組の前記複数の基地局からビジー信号を受信する手段と；
　　最大のビジートーン信号を選択する手段と；
　　全ての前記受信したビジー信号が前記リバースリンク上の追加の容量を示すとき、前
記第1の伝送レートを第２の伝送レートに確率的に増加する手段とを含む移動局。
【請求項８】
　　前記受信したビジー信号の何れかが容量のローディングを示すとき、前記第1の伝送
レートを前記第２の伝送レートに確率的に低減する手段をさらに含む請求項７記載の移動
局。
【請求項９】
　　リバースリンクのローディングを測定する手段と；
　　前記リバースリンクのローディングを示すビジートーン信号を送る手段とを含む基地
局であって、前記ビジートーン信号が、ソフトな２ビットの数値として送られ、
　　（０，０）がほとんどロードされていない基地局を示し；
　　（０，１）が安定した基地局を示し；
　　（１，０）が重くロードされた基地局を示し；
　　（１，１）が基地局のオーバーロード状態を示している基地局。
【請求項１０】
　前記基地局がＣＤＭＡ基地局である請求項９記載の基地局。
【請求項１１】
　前記ビジートーン信号がＣＤＭＡ信号へ時分割多重化される請求項１０記載の基地局。
【請求項１２】
　前記基地局がさらに、最大許容リバースリンクの伝送レートを示す信号を送る請求項９
記載の基地局。
【請求項１３】
　アクセス端末においてリバースリンクの伝送レートを判断するための方法であって：
　　少なくとも１つの活動状態の組の基地局が重くロードされることを示す最大のビジー
トーン信号を判断することと；
　　現在のレート制限を第１のレート制限値に初期化することと；
　　第２のレート制限値を示すメッセージを受信することと；
　　前記第２のレート制限値を前記第１のレート制限値に比較することと；
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　　前記第２のレート制限値が前記第１のレート制限値以下であるとき：
　　前記第２のレート制限値を前記現在のレート制限として記憶することと；
　　前記第２のレート制限値が前記第１のレート制限値よりも大きいとき：
　　前記メッセージを受信した後の1フレームの間、前記第１のレート制限値を前記現在
のレート制限として維持することと；
　　前記第２のレート制限値を前記現在のレート制限として記憶することとを含む方法。
【請求項１４】
　　前記現在のレート制限を初期化することは：
　　前記アクセス端末が伝送レートでデータを伝送しているとき、前記第１のレート制限
値は前記伝送レートであり；
　　前記アクセス端末がデータを伝送していないとき、前記第１のレート制限値はゼロで
ある；
　　を含む請求項１３記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８７】
　上述の好ましい実施形態は、当業者が本発明を作成または使用できるように用意された
。これらの実施形態の種々の変形は当業者には容易に明らかであり、ここに規定された一
般的な原理は発明的な能力（inventive faculty）を使用せずに他の実施形態に応用でき
る。したがって、本発明はここに示した実施形態に限定されることを意図されていないが
、ここに記載した原理および斬新な特徴に準ずる幅広い技術的範囲に与えられる。
　以下に本願出願の当初の特許請求の範囲について記載された発明を付記する。
　　［１］
　加入者局においてリバースリンクの伝送レートを判断するための方法であって：
　　活動状態の組の前記加入者局の中の各基地局から、リバースリンクのローディングを
示すビジートーン信号を受信する段階と；
　　前記ビジートーン信号の１つを選択する段階と；
　　前記ビジートーン信号の前記選択した１つにしたがって前記リバースリンク伝送レー
トを判断する段階とを含む方法。
　　［２］
　前記ビジートーン信号が整数値によって示され、示されたローディングが前記整数値の
値と共に増加するものであり、前記ビジートーン信号の1つを選択する前記段階が最大値
をもつビジートーン信号を選択することを含む［１］記載の方法。
　　［３］
　前記ビジートーンが２ビットの数字として送られ、
　　（０，０）がほとんどロードされていない基地局を示し；
　　（０，１）が安定した基地局を示し；
　　（１，０）が重くロードされた基地局を示し；
　　（１，１）が基地局のオーバーロード状態を示している［２］記載の方法。
　　［４］
　加入者局においてリバースリンクの伝送レートを判断する方法であって：
　　前記加入者局によって送られることになる待ち行列に入れられたデータ量にしたがっ
て初期レートを選択する段階と；
　　少なくとも１つの受信したビジートーンの値にしたがって前記初期レートを調整する
段階とを含む方法。
　　［５］
　加入者局において電力の空き高量を判断する段階と；
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　　前記電力の空き高にしたがって前記初期レートを調整して、第２の調整されたレート
を供給する段階とをさらに含み；
　　前記初期レートを調整する前記段階が前記第２の調整されたレートで実行される［４
］記載の方法。
　　［６］
　候補の基地局と活動状態の組の基地局とからの信号強度にしたがうエネルギ差の計量を
判断する段階と；
　　前記エネルギ差の計量にしたがって前記初期レートを調整して、第２の調整されたレ
ートを供給する段階とをさらに含み；
　　前記初期レートを調整する前記段階が前記第２の調整されたレートで実行される［４
］記載の方法。
　　［７］
　候補の基地局と活動状態の組の基地局とからの信号強度にしたがうエネルギ差の計量を
判断する段階と；
　　エネルギ差の計量にしたがって前記第２の調整されたレートを調整して、第３の調整
されたレートを供給する段階とをさらに含み；
　　前記初期レートを調整する前記段階が、前記第３の調整されたレートにしたがって実
行される［５］記載の方法。
　　［８］
　前記加入者局によって送られることになる待ち行列へ入れられたデータ量にしたがって
初期レートを選択する前記段階が：
　　送られることになる待ち行列へ入れられたデータ量を、所定の最大データレートで送
られるパケット内に保持することができるか否かを判断する段階と；　　送られることに
なる待ち行列へ入れられたデータ量が、所定の最大データレートで送られるパケット内に
保持することができる情報量を越えたときに、前記初期レートを所定の最大レートに設定
する段階と；
　　送られることになる待ち行列へ入れられたデータ量が、所定の最大データレートで送
られるパケット内に保持することができる情報量よりも少ないときに、前記初期レートを
前記所定の最大レートよりも低い第２のレートに設定する段階と；
　　前記初期レートを、初期レートの現在の値よりも低いレートか、または先のフレーム
が送られたレートの２倍のレートに設定する段階とを含む［４］記載の方法。
　　［９］
　前記電力の空き高にしたがって前記初期レートを調整して、第２の調整されたレートを
供給する前記段階が：
　　前記電力の空き高にしたがって前記加入者局によって確実な伝送ができる最大レート
を選択する段階と；
　　前記初期レートよりも低いレートと、前記加入者局による確実な伝送ができる前記最
大レートとを、前記第２の調整されたレートとして選択する段階とを含む［５］記載の方
法。
　　［１０］
　リバースリンク伝送のデータレートを選択する方法であって：
　　伝送バッファ内のデータ量にしたがって初期レートを選択する段階と；
　　電力の空き高値にしたがって前記初期レートを変更して、第１の調整されたレートを
供給する段階と；
　　候補の組の保護値にしたがって前記第１の調整されたレートを変更して、第２の調整
されたレートを供給する段階と；
　　受信したビジートーン値にしたがって前記第２の調整されたレートを変更して、前記
選択されたリバースリンクの伝送レートを供給する段階とを含む方法。
　　［１１］
　初期レートを選択する前記段階が：
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　　送られることになる待ち行列へ入れられたデータ量を、所定の最大データレートで送
られるパケット内に保持することができるか否かを判断する段階と；　　送られることに
なる待ち行列へ入れられたデータ量が、所定の最大データレートで送られるパケット内に
保持することができる情報量を越えたときに、前記初期レートを所定の最大レートに設定
する段階と；
　　送られることになる待ち行列へ入れられたデータ量が、所定の最大データレートで送
られるパケット内に保持することができる情報量よりも少ないときに、前記初期レートを
前記所定の最大レートよりも低い第２のレートに設定する段階と；
　　前記初期レートを、初期レートの現在の値よりも低いレートか、または先のフレーム
が送られたレートの２倍のレートに設定する段階とを含む［１０］記載の方法。
　　［１２］
　初期レートを選択する前記段階が：
　　前記バッファ内の前記データ量が所定の量を超えたか否かを判断する段階と；
　　前記バッファ内の前記データ量が所定の量を超えたときにフラグを設定する段階とを
含む［１０］記載の方法。
　　［１３］
　初期レートを選択する前記段階が：
　　前記バッファ内の前記データ量が所定の量を超えたか否かを判断する段階と；
　　前記バッファ内の前記データ量が所定の量を超えたときにフラグを設定する段階とを
含む［１０］記載の方法。
　　［１４］
　電力の空き高値にしたがって前記初期レートを変更して、第１の調整されたレートを供
給する前記段階が：
　　前記加入者局によって送ることができる最大電力を判断することと；
　　前記加入者局によって送ることができる前記最大電力以下で送ることができる最大レ
ートを選択することとを含む［１０］記載の方法。
　　［１５］
　最大レートを選択する前記段階が：
　　前記加入者局がソフトなハンドオフ中であるか否かを判断する段階と；
　　最大レートを選択する前記段階が、前記加入者局がソフトなハンドオフ中であるか否
かを判断することについての前記判断にしたがって実行される［１４］記載の方法。
　　［１６］
　最大レートを選択する前記段階が：
　　前記加入者局と活動状態の組の基地局との間の距離を判断する段階を含んでおり；
　　最大レートを選択する前記段階が、前記加入者局と活動状態の組の基地局との間の距
離を判断することにしたがって実行される［１４］記載の方法。
　　［１７］
　最大レートを選択する前記段階が：
　　前記加入者局の速度を判断する段階を含み；
　　最大レートを選択する前記段階が、前記加入者局の速度にしたがって実行される［１
４］記載の方法。
　　［１８］
　前記候補の組の保護値にしたがって前記第１の調整されたレートを変更して、第２の調
整されたレートを供給する前記段階が：
　　少なくとも１つの候補の組の基地局の信号エネルギを測定する段階と；
　　少なくとも１つの活動状態の組の基地局の信号エネルギーを測定する段階と；
　　少なくとも１つの活動状態の組の基地局の前記信号エネルギと少なくとも１つの候補
の組の基地局の前記信号エネルギとにしたがって、前記候補の組の保護値を計算する段階
とを含む［１４］記載の方法。
　　［１９］
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　少なくとも１つの活動状態の組の基地局の前記信号エネルギと少なくとも１つの候補の
組の基地局の前記信号エネルギとにしたがって、前記候補の組の保護値を計算する前記段
階が：
　　少なくとも１つの活動状態の組の基地局の前記信号エネルギのエネルギを加算して、
加算された活動状態の組のエネルギを供給する段階と；
　　少なくとも１つの候補の組の基地局の前記信号エネルギのエネルギを加算して、加算
された候補の組のエネルギを供給する段階とを含み；
　　前記候補の組の保護値を計算する前記段階が、前記加算された活動状態の組のエネル
ギと前記加算された活動状態の組のエネルギとの間の差にしたがって実行される［１８］
記載の方法。
　　［２０］
　少なくとも１つの活動状態の組の基地局の前記信号エネルギと少なくとも１つの候補の
組の基地局の前記信号エネルギとにしたがって、前記候補の組の保護値を計算する前記段
階が：
　　少なくとも１つの活動状態の組の基地局の前記信号エネルギの最低エネルギの活動状
態の組の基地局を選択する段階と；
　　少なくとも１つの候補の組の基地局の前記信号エネルギの最大エネルギの候補の組の
基地局を選択する段階とを含み；
　　前記候補の組の保護値を計算する前記段階が、前記最低エネルギの活動状態の組の基
地局の信号エネルギと前記最大エネルギの候補の組の基地局の信号エネルギとの間の差に
したがって実行される［１８］記載の方法。
　　［２１］
　少なくとも１つの活動状態の組の基地局の前記信号エネルギと少なくとも１つの候補の
組の基地局の前記信号エネルギとにしたがって、前記候補の組の保護値を計算する前記段
階が：
　　少なくとも１つの活動状態の組の基地局の前記信号エネルギの最低エネルギの活動状
態の組の基地局を選択する段階と；
　　少なくとも１つの候補の組の基地局の前記信号エネルギのエネルギを加算して、加算
された候補の組のエネルギを供給する段階とを含み；
　　前記候補の組の保護値を計算する前記段階が、前記最低エネルギの活動状態の組の基
地局の信号エネルギと前記加算された活動状態の組のエネルギとの間の差にしたがって実
行される［１８］記載の方法。
　　［２２］
　少なくとも１つの活動状態の組の基地局の前記信号エネルギと少なくとも１つの候補の
組の基地局の前記信号エネルギとにしたがって、前記候補の組の保護値を計算する前記段
階が：
　　少なくとも１つの活動状態の組の基地局の前記信号エネルギの最大エネルギの活動状
態の組の基地局を選択する段階と；
　　少なくとも１つの候補の組の基地局の前記信号エネルギの最大エネルギの候補の組の
基地局を選択する段階とを含み；
　　前記候補の組の保護値を計算する前記段階が、前記最大エネルギの活動状態の組の基
地局の信号エネルギと最大エネルギの候補の組の基地局の信号エネルギとの間の差にした
がって実行される［１８］記載の方法。
　　［２３］
　受信したビジートーン値にしたがって前記第２の調整されたレートを変更して、前記選
択されたリバースリンクの伝送レートを供給する前記段階が、確率論的プロセスにしたが
って実行される［１０］記載の方法。
　　［２４］
　確率論的プロセスが、所定の先行する間隔における平均伝送レート数にしたがって判断
される［２３］記載の方法。
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　　［２５］
　確率論的プロセスが、バッファ容量のフラグにしたがって判断される［２３］記載の方
法。
　　［２６］
　確率論的プロセスが、バッファ容量のフラグにしたがって判断される［２５］記載の方
法。
　　［２７］
　伝送レート（ｐ）を増加する確率が次の式：
ｐ＝ｍｉｎ{１，〈［１＋（ＦＢｕｆｆｅｒ／２）］／Ｎｒａｔｅｓ〉ｌｏｇ２〈Ｒｍａ

ｘ／Ｒａｖｅｒａｇｅ〉}、
によって与えられ、なおＲ ａｖｅｒａｇｅが所定数の先行する伝送における平均データ
レートであり、ＦＢｕｆｆｅｒはバッファが一杯のフラグであり、ここで例示的な実施形
態では０か、またはバッファが一杯の状態を示す１の値を仮定し、Ｒｍａｘは既に記載し
たように、加入者局の最大伝送レートであり、ＮＲａｔｅｓは加入者局に有効なレート数
である［２６］記載の方法。
　　［２８］
　高いレートのディジタルデータを伝送するための加入者局であって：
　　活動状態の組の前記加入者局において、各基地局からのリバースリンクのローディン
グを示すビジートーンの信号を受信するための受信機と；
　　前記ビジートーン信号の１つを選択し、前記ビジートーンの信号の前記選択された１
つにしたがって前記リバースリンクの伝送レートを判断するための制御プロセッサとを含
む加入者局。
　　［２９］
　前記ビジートーン信号が整数値によって示され、ローディングが前記整数値の値で増加
を示されていて、前記ビジートーン信号の1つを選択する前記段階が最大値をもつビジー
トーン信号を選択することを含む［２８］記載の方法。
　　［３０］
　前記ビジートーンが２ビットの数字として送られ、
　　（０，０）がほとんどロードされていない基地局を示し；
　　（０，１）が安定した基地局を示し；
　　（１，０）が重くロードされた基地局を示し；
　　（１，１）が基地局のオーバーロード状態を示している［２９］記載の方法。
　　［３１］
　高速でディジタルデータを伝送するための加入者局であって：
　　前記加入者局によって伝送するためのデータを記憶するバッファと；
　　活動状態の組の前記加入者局において、各基地局からのリバースリンクのローディン
グを示すビジートーン信号を受信する受信機と；
　　前記ビジートーン信号の１つを選択し、前記ビジートーン信号の中の前記選択した１
つと前記バッファ内のデータ量とにしたがって前記リバースリンクの伝送レートを判断す
るための制御プロセッサとを含む加入者局。
　　［３２］
　前記制御プロセッサがさらに、加入者局内の電力の空き高量と、前記電力にしたがう前
記伝送レートとを判断することをさらに含む［３１］記載の加入者局。
　　［３３］
　前記制御プロセッサがさらに、候補の基地局および活動状態の組の基地局からの信号強
度にしたがってエネルギ差の計量を判断し、前記エネルギ差の計量にしたがって前記伝送
レートを判断して、第２の調整されたレートを供給する［３１］記載の加入者局。
　　［３４］
　前記制御プロセッサがさらに、候補の基地局および活動状態の組の基地局からの信号強
度にしたがってエネルギ差の計量を判断し、前記エネルギ差の計量にしたがって前記伝送
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レートを判断して、第２の調整されたレートを供給する［３２］記載の加入者局。
　　［３５］
　前記制御プロセッサが、送られることになる待ち行列に入れられたデータ量を所定の最
大データレートで送られるパケット内に保持できるか否かを判断し、送られることになる
待ち行列に入れられたデータ量が、所定の最大データレートで送られるパケット内に保持
できる情報量を越えたときは、所定の最大レートに対して前記伝送レートを選択し、送ら
れることになる待ち行列に入れられたデータ量が、所定の最大データレートで送られるパ
ケット内に保持できる情報量よりも少ないときは、前記所定の最大レートよりも少ない第
２のレートに前記初期レートを設定する［３１］記載の加入者局。
　　［３６］
　前記制御プロセッサが、前記電力の空き高にしたがって前記加入者局による確実な伝送
を可能にする最大レートを選択し、初期レートよりも低いレートと前記加入者局による確
実な伝送を可能にする前記最大レートとを前記第２の調整されたレートとして選択する［
３２］記載の加入者局。
　　［３７］
　１組の可能なレートの中の選択されたレートでデータを送る加入者局であって：
　　前記加入者局によって送られるデータ量を記憶するバッファと；
　　ビジートーン値を示すビジートーン信号を受信する受信機のサブシステムと；
　　伝送バッファ内のデータ量にしたがって初期レートを選択し、電力の空き高値にした
がって前記初期レートを変更して第１の調整されたレートを供給し、候補の組の保護値に
したがって前記第１の調整されたレートを変更して第２の調整されたレートを供給し、受
信したビジートーン値にしたがって前記第２の調整されたレートを変更して前記選択され
たリバースリンクの伝送レートを供給するための制御プロセッサと；
　　前記選択されたデータレートでデータを送る送信機とを含む加入者局。
　　［３８］
　前記制御プロセッサが、送られることになる待ち行列に入れられたデータ量を所定の最
大データレートで送られるパケット内に保持できるか否かを判断し、送られることになる
待ち行列に入れられたデータ量が、所定の最大データレートで送られるパケット内に保持
できる情報量を越えたときは、所定の最大レートに前記初期レートを設定し、送られるこ
とになる待ち行列に入れられたデータ量が、所定の最大データレートで送られるパケット
内に保持できる情報量よりも少ないときは、前記所定の最大レートよりも少ない第２のレ
ートに前記初期レートを設定し、初期レートの現在の値よりも少ないレートおよび先行す
るフレームが送られたレートの２倍のレートに前記初期レートを設定する［３７］記載の
加入者局。
　　［３９］
　前記制御プロセッサが、前記バッファ内の前記データ量が所定の量を超えるか否かを判
断し、前記バッファ内の前記データ量が所定の量を超えたときにフラグを設定する［３７
］記載の方法。
　　［４０］
　前記制御プロセッサが、前記バッファ内の前記データ量が所定の量を超えたか否かを判
断し、前記バッファ内の前記データ量が所定の量を超えたときにフラグを設定する［３８
］記載の方法。
　　［４１］
　前記制御プロセッサが、前記加入者局によって送ることができる最大電力を判断し、前
記加入者局によって送ることができる前記最大電力以下で送ることができる最大レートを
選択する［３７］記載の加入者局。
　　［４２］
　前記制御プロセッサが、前記加入者局がソフトなハンドオフ中であるか否かを判断し、
前記加入者局の最大レートの選択が、前記加入者局がソフトなハンドオフ中であるか否か
についての前記判断にしたがって行われる［４１］記載の加入者局。
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　　［４３］
　前記制御プロセッサが、前記加入者局と活動状態の組の基地局との間の距離を判断し、
最大レートの選択が、前記加入者局と活動状態の組の基地局との間の距離を判断すること
にしたがって実行される［４１］記載の方法。
　　［４４］
　前記制御プロセッサが前記加入者局の速度を判断し、前記加入者局の速度にしたがって
最大値を選択する［４１］記載の加入者局。
　　［４５］
　前記制御プロセッサが、少なくとも１つの候補の組の基地局の信号エネルギを推定し、
少なくとも１つの活動状態の組の基地局の信号エネルギを推定し、少なくとも１つの活動
状態の組の基地局の信号エネルギと少なくとも１つの候補の組の基地局の信号エネルギと
にしたがって前記候補の組の保護値を計算する［４１］記載の加入者局。
　　［４６］
　前記制御プロセッサが、少なくとも１つの活動状態の組の基地局の前記信号エネルギの
エネルギを加算して、加算された活動状態の組のエネルギを供給し、少なくとも１つの候
補の組の基地局の前記信号エネルギのエネルギを加算して、加算された候補の組のエネル
ギを供給し、前記候補の組の保護値の計算が、前記加算された活動状態の組のエネルギと
前記加算された活動状態の組のエネルギとの間の差にしたがって実行される［４５］記載
の加入者局。
　　［４７］
　前記制御プロセッサが、少なくとも１つの活動状態の組の基地局の前記信号エネルギの
最小エネルギの活動状態の組の基地局を選択し、少なくとも１つの候補の組の基地局の前
記信号エネルギの最大エネルギの候補の組の基地局を選択し、前記候補の組の保護値の計
算が、前記最低エネルギの活動状態の組の基地局の信号エネルギと、前記最大エネルギの
候補の組の基地局の信号エネルギとの間の差にしたがって実行される［４５］記載の加入
者局。
　　［４８］
　前記制御プロセッサが、少なくとも１つの活動状態の組の基地局の前記信号エネルギの
最低エネルギの活動状態の組の基地局を選択し、少なくとも１つの候補の組の基地局の前
記信号エネルギのエネルギを加算して、加算された候補の組のエネルギを供給し、前記候
補の組の保護値の計算が、前記最低ネルギの活動状態の組の基地局の信号エネルギと前記
加算された活動状態の組のエネルギとの間の差にしたがって実行される［４５］記載の加
入者局。
　　［４９］
　前記制御プロセッサが、少なくとも１つの活動状態の組の基地局の前記信号エネルギの
最大エネルギの活動状態の組の基地局を選択し、少なくとも１つの候補の組の基地局の前
記信号エネルギの最大エネルギの候補の組の基地局を選択し、前記候補の組の保護値の計
算が、前記最大エネルギの活動状態の組の基地局の信号エネルギと、前記最大エネルギの
候補の組の基地局の信号エネルギとの間の差にしたがって実行される［４５］記載の加入
者局。
　　［５０］
　制御プロセッサが、確率論的プロセスにしたがって前記伝送レートを選択する［３７］
記載の加入者局。
　　［５１］
　確率論的プロセスが、所定の先行する間隔上で平均伝送レート数にしたがって判断され
る［５０］記載の加入者局。
　　［５２］
　確率論的プロセスが、バッファ容量のフラグにしたがって判断される［５０］記載の加
入者局。
　　［５３］
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　確率論的プロセスが、バッファ容量のフラグにしたがって判断される［５２］記載の加
入者局。
　　［５４］
　伝送レート（ｐ）を増加する確率が次の式：
ｐ＝ｍｉｎ{１，〈［１＋（ＦＢｕｆｆｅｒ／２）］／Ｎｒａｔｅｓ〉ｌｏｇ２〈Ｒｍａ

ｘ／Ｒａｖｅｒａｇｅ〉}、
によって与えられ、なおＲ ａｖｅｒａｇｅが所定数の先行する伝送における平均データ
レートであり、ＦＢｕｆｆｅｒはバッファが一杯のフラグであり、例示的な実施形態では
０か、またはバッファが一杯の状態を示す１の値を仮定し、Ｒｍａｘは既に記載したよう
に、加入者局の最大伝送レートであり、ＮＲａｔｅｓは加入者局に有効なレート数である
［５３］記載の方法。
　　［５５］
　リバースリンクのローディングを測定する手段と；
　　前記リバースリンクのローディングを示すビジートーンの信号を送る手段とを含む基
地局。
　　［５６］
　前記ビジートーン信号が、２ビットの数値として送られ、　　（０，０）がほとんどロ
ードされていない基地局を示し；
　　（０，１）が安定した基地局を示し；
　　（１，０）が重くロードされた基地局を示し；
　　（１，１）が基地局のオーバーロード状態を示している［５５］記載の基地局。
　　［５７］
　前記基地局がＣＤＭＡ基地局である［５６］記載の基地局。
　　［５８］
　ビジートーン信号がＣＤＭＡ信号へ時分割多重化される［５６］記載の基地局。
　　［５９］
　前記基地局がさらに、最大許容リバースリンクの伝送レートを示す信号を送る［５６］
記載の基地局。
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